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１．本年度の研究成果 

1)がん患者の精神的苦痛を緩和するための精神医学的介入法の開発に関する研究 

がんサバイバーの不安、抑うつを緩和するための認知行動療法プログラムとして問題解

決療法を応用した介入プログラムを開発した。術後の精神的苦痛の高い乳がん患者を対象

として前後比較による臨床試験を実施中であるが、10名の予備的解析の結果、本プログラ

ムは有用であることが示唆された。目標症例数である30例まで症例を蓄積して有用性を検

討した後、無作為化比較試験を行う予定である。 

2)がん患者のせん妄の予防、治療法の開発に関する研究 

 せん妄により患者の家族が経験する苦痛を和らげるための「リーフレット」を作成し、その

有用性を検討したところ、78%の家族が役に立つと評価し、多くの家族が「家族ができること

やしてもよいことが分かる」「不安や心配が和らぐ」と答えた。現在、緩和ケア病棟入院中の

がん患者の家族を対象に、せん妄の家族ケアとしての本リーフレットの有用性を検討する臨床

試験（historical controlを用いた前後比較試験）を実施中である。 

3)がん患者の抑うつに対するスクリーニング介入システムの開発 

 4施設による多施設共同研究にて「つらさと支障の寒暖計の実施と精神科受診の推奨を

組み合わせたプログラム」を施行したところ、主治医が精神科受診を推奨するという手法

を採用した乳がん患者を対象としたセッティング以外においては、総じて精神科受診への

拒否が多く、最終的な受診率が2.2-2.7％（乳がん患者群では5.3％）に留まっていたこと

から、本プログラムの臨床実践および均てん化には課題が残される結果となった。 

   

２．前年までの研究成果 

1)がん患者の精神的苦痛を緩和するための精神医学的介入法の開発に関する研究 

進行がん患者の抑うつに対する精神療法の有効性を検証するためのメタアナリシスを

行い、精神療法は通常の治療のみに比べて有意に抑うつを改善することを示した（効果量

＝－0.44 [95%信頼区間=-0.08 ～ -0.80]。 

 終末期がん患者の実存的苦痛に対しての短期回想法の有用性を検討するための無作為

化比較試験を行い、その有用性を示した。 

終末期がん患者の実存的苦痛に対してのディグニティセラピーの実施可能性、予備的な

有用性を検討するための多施設合同研究を開始したが、10例の症例集積が終了した段階で

参加への拒否が86%にのぼったため、わが国における実施可能性は低いものと判断して臨

床試験を中止した。 

2)がん患者のせん妄の予防、治療法の開発に関する研究 

地方の中核医療機関の病棟に勤務する全看護師（n=359）を対象として、開発したせん

妄教育プログラム（せん妄リンクナース[n=32]への教育とせん妄スクリーニング方法の習

得およびリンクナースを介しての病棟看護師への教育）を実施し、実施前と比較して、看

護師のせん妄患者のケアに対しての自信が有意に改善したことを示した。 

せん妄のために精神科依頼となったがん患者100名を対象に、要因とせん妄発現の時間

経過の詳細な検討に基づきせん妄の原因を検討した。その結果、薬剤（オピオイド、ステ

ロイド、ベンゾジアゼピン系抗不安薬）、炎症などが頻度の高い原因であることを示した。 

3)がん患者の抑うつに対するスクリーニング介入システムの開発 

がん専門病院の外来通院中の乳がん患者に対して、「つらさと支障の寒暖計の実施と精神科

受診の推奨を組み合わせたプログラム」を実践したところ、実施前と比較して、適応障害およ

びうつ病を有するがん患者の精神科受診率が有意に改善するなど、その有用性を示した。 

 



３．研究成果の意義及び今後の発展性 

現在、わが国の多くのがん患者には、適切な心のケアが提供されていないのが現状である。

本研究によって、わが国の医療システムに適した均てん化可能な介入方法がいくつか明らかに

されたが、これらの知見を広めていくことでがん患者の精神症状緩和の推進に寄与することが

期待される。今後は、がんサバイバーや家族の経験する苦痛を緩和するための介入プログラム

開発に取り組む必要が示唆された。 

 

４. 倫理面への配慮 

研究実施に先立ち、研究計画を作成し、当該施設の倫理委員会に提出し、その科学性・倫

理性について承認を得た。患者に対しては、調査を開始する前に口頭および文書を用いて調

査の趣旨、研究参加におけるメリット、デメリット等について十分な説明を行い、文書にて

参加の同意を得た。 
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